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２０１５年 ６月 

毎
年
恒
例
の
「
野
草
観
察
会
」
が
、
今

年
も
山
岸
喬
特
任
教
授
に
講
師
を
お
願

い
し
、
富
里
湖
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
周

辺
に
て
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
さ
ほ
ど
暑

く
も
な
く
、
快
適
な
気
候
の
下
、
１
８
名

の
留
学
生
と
４
名
の
教
職
員
が
参
加
し
、

歩
き
な
が
ら
山
岸
先
生
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
た
。
山
岸
先
生
か
ら
は
、
「
植
物

は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
」
と
い

う
お
話
が
あ
り
、
植
物
が
多
く
生
存
し
て

い
る
所
ほ
ど
、
人
々
の
交
流
が
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

今
回
の
野
草
観
察
で
は
、
大
き
な
フ
キ

や
ウ
ド
、
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
や
マ
イ
ヅ
ル
ソ

ウ
な
ど
多
く
の
植
物
を
み
る
こ
と
が
で

き
た
。
途
中
、
山
岸
先
生
が
自
ら
野
生
の

チ
ェ
リ
ー
や
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
花
、
ウ
ド

を
食
し
、
留
学
生
達
に
も
勧
め
る
場
面
が

あ
っ
た
。
実
際
食
べ
た
留
学
生
た
ち
は
、

「
お
い
し
い
」
、「
苦
い
」
、「
変
な
味
」
な

ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
覚
に
基
づ
き
、
感

想
を
述
べ
て
い
た
。 

そ
の
後
一
行
は
、
富
里
ダ
ム
周
辺
を
ゆ

っ
く
り
時
間
を
か
け
て
周
り
、
友
達
同
士

写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
楽
し

ん
で
い
た
。
留
学
生
達
の
に
こ
や
か
な
表

情
が
記
憶
に
残
る
観
察
会
で
も
あ
っ
た
。 

 

  

【
生
け
花
】 

今
年
も
西
野
先

生
に
講
師
を
お
願

い
し
、
留
学
生
を

対
象
に
し
た
生
け

花
教
室
を
開
催
し

た
。
最
初
各
自
好

き
な
花
を
選
び
、

そ
の
後
、
先
生
の

実
演
を
交
え
た
説

明
を
聞
き
、
生
け

花
の
基
本
を
理
解

し
た
上
で
、
生
け

花
に
取
り
組
ん

だ
。
短
時
間
の
内

に
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品

を
完
成
さ
て
い

た
。
最
優
秀
賞
に

は
、
サ
ー
デ
ィ
ア

さ
ん
（
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
）
の
作
品
が

選

ば

れ

た

。 

【
お
茶
会
】 

北
見

藤
女

子

高
等
学
校
茶
道

部
の
ご
協
力
を

得
て
、
今
年
も
国

際
交
流
お
茶
会

を
開
催
し
た
。
今

年
は
土
曜
日
だ

け
の
開
催
と
な

っ
た
が
、
百
名
を

超
え
る
市
民
の

方
々
や
学
生
達

が
参
加
し
て
く

れ
た
。
留
学
生
達

も
一
瞬
で
は
あ

っ
た
が
、
茶
の
湯

の
世
界
に
浸
っ

て
い
た
。
初
め
て

の
体
験
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
見

よ
う
見
ま
ね
で

喫
茶
の
作
法
を

習
得
し
て
い
た
。  

【
着
物
体
験
】 

大
学
祭
二
日
目

は
、
留
学
生
を
対

象
と
し
た
着
物
体

験
が
実
施
さ
れ
、

留
学
生
１
７
名
が

着
物
に
袖
を
通
し

た
。
体
験
者
の
ほ

ぼ
全
員
が
生
ま
れ

て
初
め
て
の
着
物

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
皆
、
着
方
前

か
ら
、
笑
顔
に
満

ち
溢
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
い
ざ
着

付
け
を
始
め
る

と
、
腰
ひ
も
や
帯

の
締
め
つ
け
に
苦

し
さ
を
感
じ
た
学

生
も
お
り
、
美
し

い
装
い
を
保
つ
こ

と
も
一
筋
縄
で
は

い
か
な
か
っ
た
。  

【
模
擬
店
】 

 

毎
年
こ
の
時
期

に
し
か
味
わ
え
な

い
留
学
生
の
模
擬

店
が
三
店
出
店
さ

れ
た
。
台
湾
人
留

学
生
の
店
で
は
、

庶
民
の
味
「
魯
肉

飯
」
を
今
年
新
た

に
売
り
出
し
、
好

評
を
得
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
留
学

生
の
店
で
は
、
シ

ョ
ル
ロ
グ
と
い
う

羊
肉
と
野
菜
の
串

焼
き
を
販
売
し
、

常
に
長
い
行
列
が

で
き
て
い
た
。
韓

国
人
留
学
生
た
ち

は
、
チ
ヂ
ミ
以
外

に
、
フ
ァ
チ
ェ
と

い
う
伝
統
料
理
を

販
売
し
て
い
た
。  



 

オホーツク国際ふれあい広場 ６月２７日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターナショナルＣアワー ７月９日（木） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北見ぼんちまつり ７月１７日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年 ６月・７月 

 

 

 

 

 

   

                                           

                                           

今
年
も
ま
ち
き
た

大
通
り
ビ
ル
五
階
に

お
い
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

国
際
ふ
れ
あ
い
広
場

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
に
住
む
外

国
人
と
地
元
住
民
が

交
流
を
図
る
目
的
で
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。 本

学
か
ら
は
留
学

生
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
四
組
５
名

の
留
学
生
が
出
演
し
、

各
国
の
伝
統
舞
踊
や

歌
を
披
露
し
て
く
れ

た
。 そ

の
他
、
多
く
の
留

学
生
が
そ
ば
打
ち
体

験
や
北
見
商
業
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
同
好
会

が
商
品
開
発
し
た
食

用
菊
ラ
ー
メ
ン
の
試

食
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
留
学

生
に
と
っ
て
も
楽
し

い
一
日
と
な
っ
た
。 

今
月
の
Ｃ
ア
ワ
ー
で
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
お
も

ち
ゃ
「
ペ
タ
ク
タ
」
作
り
を
行
っ
た
。
ペ
タ
ク
タ
と

は
、
板
返
し
と
も
言
わ
れ
、
一
番
上
を
持
っ
て
手
を

か
え
す
と
、
パ
タ
パ
タ
絵
や
文
字
が
変
わ
っ
て
落
ち

て
い
く
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
。
年
代
に
よ
っ
て
は
、
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
今
回
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
生
も
参
加
し
、
日
本
文
化
に
触
れ
た
。
講
師
の

「
ど
こ
竹
オ
ホ
ー
ツ
ク
竹
ト
ン
ボ
の
会
」
の
長
谷
川

さ
ん
他
、
３
名
の
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
ペ
タ
ク
タ
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
６
２
回
北
見
ぼ
ん
ち

ま
つ
り
の
舞
踊
パ
レ
ー
ド

に
、
本
学
よ
り
野
矢
副
学
長

を
筆
頭
に
教
職
員
１
２
０

名
が
参
加
し
た
。
全
体
で

は
、
２
８
０
０
人
に
も
上
る

人
々
が
参
加
し
、
ま
つ
り
初

日
を
盛
大
に
盛
り
上
げ
た
。 

本
学
チ
ー
ム
は
、
昨
年
以

上
に
熱
気
に
帯
び
て
お
り
、

舞
踊
パ
レ
ー
ド
開
始
と
共

に
、
優
雅
に
且
つ
元
気
に
踊

り
を
披
露
し
た
。 

沿
道
か
ら
は
、
本
学
の
Ｏ

Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
、
教
職
員
と
学
生

の
家
族
、
留
学
生
の
世
話
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
者
の
方
々
か
ら
熱
い
声

援
が
あ
っ
た
。 

 

学
生
達
も
日
本
人
学
生

に
加
え
、
多
く
の
留
学
生
も

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
以
上
に
国
際
色
豊
か
な

パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た
。 

 

同
じ
浴
衣
で
、
同
じ
時
間

を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
夏

の
一
時
の
思
い
出
に
な
っ

た
に
違
い
な
い
。 

            

花
火
の
音
と
共
に
幕
を
終

え
た
。 



 

「短期留学生 修了式」７月２９日（水） 
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２０１５年 ７月 

今後の予定（8-9月） 

8 月 6 日（木）インターナショナルＣアワー「流しそうめん」16:30～18:00 

於：国際交流ラウンジ中庭 

8 月 7日（金）～8月 30 日（日）ドイツ語語学研修 

8 月 12日（水）～8月 15 日（土）ユースオブワールド 

於：国立大雪青少年交流の家 

8 月 23日（日）～9月 26 日（土）英語語学研修（オーストラリア） 

8 月 26日（水）～9月 19 日（土）中国語語学研修（中国） 

9 月  1日（火）～9月 8日（火）韓国短期交流研修 

17日（水）留学生交流の夕べ 18:00～ 於：アトリウム 

20日（土）～1 月 4 日（日）冬季休業日 

21日（日）～23日（火）ユース オブ ワールド 2014冬 於：国立日高青少年自然の家 

1 月 1日（木）～9日（金）大学生国際雪像大会  於：中国・ハルビン工程大学 

今学期、９名の短期留学生が修了するのを受け、

修了式が多目的講義室にて行われた。冒頭、許斐

ナタリー国際交流センター長より修了生一人一人

に修了証書の授与が行われ、その後、センター長

より告辞があった。 

ナタリー先生からは、北見工大を選んでくれた

ことに感謝の意が伝えられた。また、修了式に合

わせて作成された感想文から学生の思い出などを

取り上げ、学生一人一人に言葉をかけられていた。

学生達も自らの留学を振り返ることができ、時の

経つのが早いことに改めて実感していた。 

センター長告辞に続き、教員からの祝辞、留学

生の答辞（各大学１名）があり、互いに授業での

思い出や北見での生活についてスピーチが行われ

た。来日当初はほとんど日本語が話せなかった学

生も修了式では流暢な日本語を披露してくれ、一

つの学習の成果を知る機会となった。 

 最後に、韓国のキムさんとソンさんが作成して

くれたフォトムービーが上映され、一年間、半年

間を凝縮して皆で鑑賞することができた。修了生

の皆さん、本当におめでとう。 

 

   

 


